
・３５ページが、システム安全工学専攻、情報・制御工学専攻、材料工学専攻、エネルギー・環
境工学専攻、生物統合工学専攻の学生への教育課程表の改訂となります。

・自身が所属する専攻・分野の該当箇所を確認の上、履修計画を立てること。

令和７年度　大学院　教育課程表の改訂

［大学院　令和６年度以前入学者用］

令和７年４月

・１ページ～３４ページまでが、技術科学イノベーション専攻、工学専攻（機械工学分
野、電気電子情報工学分野、情報・経営システム工学分野、物質生物工学分野、環境社
会基盤工学分野、量子・原子力統合工学分野）と先端工学専攻（エネルギー工学分野、
情報・制御工学分野、材料工学分野、社会環境・生物機能工学分野）の学生への教育課
程表の改訂となります。



№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

　5年一貫制博士課程のディプロマ・ポリシーについて下記のように改訂する。

1
５年
博士

技術科学イノベー
ション専攻

ディプロ
マ・ポリ
シー

-1-



№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

2
５年
博士

技術科学イノベー
ション専攻

カリキュラ
ム・ポリ
シー

　5年一貫制博士課程のカリキュラム・ポリシーについて下記のように改訂する。
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

工学専攻　全分野
ディプロ
マ・ポリ
シー

3

　修士課程のディプロマ・ポリシーについて下記のように改訂する。

修士

-3-



№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

4 修士 工学専攻　全分野
カリキュラ
ム・ポリ
シー

　修士課程のカリキュラム・ポリシーについて下記のように改訂する。

-4-



№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

5 博士
先端工学専攻　全
分野

ディプロ
マ・ポリ
シー

　博士後期課程のディプロマ・ポリシーについて下記のように改訂する。

-5-



№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

6 博士
先端工学専攻　全
分野

カリキュラ
ム・ポリ
シー

　博士後期課程のカリキュラム・ポリシーについて下記のように改訂する。
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

7
５年
博士

技術科学イノベー
ション専攻

教育目標

　（３）日程（９月入学→８月修了の場合）
　９月：ＧＤ１の学生は指導教員の決定
　９月：ＧＤ１の学生は指導教員と相談し、研究テーマを決定する。

　９月～10月：研究計画の立案
　ＧＤ１では、指導教員から研究方法・文献検索方法・文献読解方法等について指導を受け、先行研究の整理を行い、指導教員とともに研究計
画を立案する。
　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　ＧＤ２以降も毎年、指導教員とともに研究計画を確認する。計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教
員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、
「研究指導計画書」が学生に明示される。

　10月以降：研究の遂行
　研究計画に従って、研究を遂行する。
　ＧＤ１では、主に予備的な実験や調査を行い研究方法の確立を図る。
　また、指導教員と相談しながら、予備的な実験や調査の計画を適宜見直す。
　指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、実験・調査等の手法やデータ解析の指導等、研究の進捗状況に応じた指導
を受ける。
　ＧＤ２以降は、確立した研究方法によりデータ収集・解析等を進める。
　指導教員から、研究指導の他、外部発表のための図表の作成、文献の整理・引用等、論文のまとめ方、プレゼンテーション方法等について指
導を受ける。

　翌年８～９月：進捗報告会（ＧＤ１～４対象）
　　研究および各種活動の進捗状況についてプレゼンテーション形式での報告会を実施する。報告会での討論、意見を今後の活動計画等に反映
する。

　学位申請年度
　４月末～５月上旬：学位論文審査申請書類の提出
　６月末～８月：学位論文、論文内容の要旨（2,000 字程度）の提出
　　　　　　　　学位論文発表会
　　　　　　　　学位論文の審査及び最終試験
　８月：学位記授与式

8
５年
博士

技術科学イノベー
ション専攻

研究指導計
画

　履修案内に掲載している「２．教育目標」を削除する。

　研究指導計画として履修案内に下記を追記する。

　本専攻の履修・修了手続き等の標準的な日程は以下の通りである。
　なお、研究室配属は各入学試験の合格内定時に決定される。本専攻では3～5年間（早期修了の場合を含む）の研究指導を行う．例として3つの履修モデルケースが
ある。（モデル教育例　参照）

　（１）４月入学→３月修了の場合
　４月：ＧＤ１の学生は指導教員の決定
　４月：ＧＤ１の学生は指導教員と相談し研究テーマを決定する。

　４月～７月：研究計画の立案
　ＧＤ１では、指導教員から研究方法・文献検索方法・文献読解方法等について指導を受け、先行研究の整理を行い、指導教員とともに研究計画を立案する。
　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　ＧＤ２以降も毎年、指導教員とともに研究計画を確認する。計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導
教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。

　７月以降：研究の遂行
　研究計画に従って、研究を遂行する。
　ＧＤ１では、主に予備的な実験や調査を行い研究方法の確立を図る。
　また、指導教員と相談しながら、予備的な実験や調査の計画を適宜見直す。
　指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、実験・調査等の手法やデータ解析の指導等、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。
　ＧＤ２以降は、確立した研究方法によりデータ収集・解析等を進める。
　指導教員から、研究指導の他、外部発表のための図表の作成、文献の整理・引用等、論文のまとめ方、プレゼンテーション方法等について指導を受ける。

　翌年３～４月：進捗報告会（ＧＤ１～４対象）
　研究および各種活動の進捗状況についてプレゼンテーション形式での報告会を実施する。報告会での討論、意見を今後の活動計画等に反映する。

　学位申請年度
　11月末～12月上旬：学位論文審査申請書類の提出
　１月末～３月：学位論文、論文内容の要旨（2,000 字程度）の提出
　　　　　　　　学位論文発表会
　　　　　　　　学位論文の審査及び最終試験
　３月：学位記授与式
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

9
５年
博士

技術科学イノベー
ション専攻

モデル教育
例

　履修案内に掲載しているモデル教育例を下記のように改訂する。

（新）

（旧）

-8-



№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

10
５年
博士

技術科学イノベー
ション専攻

ディプロ
マ・ポリ
シーと科
目・学位論
文の対応表

11
５年
博士

技術科学イノベー
ション専攻

専攻科目 選択
Cultural Intelligence
(CQ)

2 1～5 1
令和７年度は開講せず 同左 特になし

12
５年
博士

技術科学イノベー
ション専攻

専攻科目 選択 Cultural Leadership 2 1～5 2
令和７年度は開講せず 同左 特になし

13
５年
博士

技術科学イノベー
ション専攻

専攻科目 選択 Social Innovation 2 1～5 2
令和７年度は開講せず 同左 特になし

14
５年
博士

技術科学イノベー
ション専攻

共通科目 選択 経営学特論 2 1・2 2
開講学期変更 ２学期→１学期 特になし

15
５年
博士

技術科学イノベー
ション専攻

共通科目 選択 企業コンプライアンス論 2 1・2 1
廃止 同左 特になし

　履修案内にディプロマ・ポリシーと科目・学位論文の対応表として下記を追記する。

-9-



№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

16 修士 工学専攻　全分野
ディプロ
マ・ポリ
シー

17 修士 工学専攻　全分野
カリキュラ
ム・ポリ
シー

18 修士 工学専攻　全分野 教育目標

19 修士
工学専攻　機械工
学分野

領域

　（３）日程（９月入学者の８月修了の場合）
　【M１】
　９月：指導教員の決定
　９月：研究テーマの決定：指導教員と相談し、研究テーマを決定する。
　９月～１０月：研究計画の立案
　指導教員から研究方法・文献検索方法・文献読解方法等について指導を受け、先行研究の整理を行い、指導教員とともに研究計画を立案する。
　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　１０月～： 研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。
　M1では、主に予備的な実験や調査を行い研究方法の確立を図る。指導教員と相談しながら、予備的な実験や調査の計画を適宜見直す。
　指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、実験・調査等の手法やデータ解析の指導等、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。
　M2では、確立した研究方法によりデータ収集・解析等を進め、その成果を修士論文としてまとめる。
　指導教員から、修士論文の構成や図表の作成、文献の整理・引用等、論文のまとめ方について指導を受ける。
　なお、修士の中間審査をM１の１１月～M２の５月の間に実施する。
　指導教員からプレゼンテーション方法等について指導を受ける。
　【M２】
　９月：研究テーマの確認：指導教員と相談し、研究テーマを確認する。
　９月～１０月：研究計画の確認：指導教員とともに研究計画を確認する。
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　４月末～５月上旬　：学位申請書の提出
　６月中旬～７月上旬：学位論文、論文内容の要旨（1,000字程度）の提出
　　　　　　　　　　　学位論文発表会
　　　　　　　　　　　学位論文の審査及び最終試験
　８月：学位記授与式

　（４）学会等での発表
　在学中に修士論文の研究内容を、専門分野の学会等で発表することが望ましい。

研究指導及
び修士論文

工学専攻　機械工
学分野

修士

　履修案内に掲載している研究指導及び修士論文について下記のように改訂する。

　３月修了者の場合の履修・修了手続き等の標準的な日程は以下のとおりである。
　（１）研究室配属
　＜学内進学者＞実務訓練、あるいは、課題研究発表後のテーマ説明会の後(３月)
　＜学外からの入学者＞
　・ 高専専攻科出身者：修士課程入学試験合格内定時（７月）
　・ 他大学出身者：合格内定後、専攻主任または指導予定教員と協議の上、決定（2〜3月）

　（２）日程（３月修了の場合）
　【M１】
　４月： 指導教員の決定
　４月： 研究テーマの決定：指導教員と相談し、研究テーマを決定する。
　４月～７月： 研究計画の立案
　指導教員から研究方法・文献検索方法・文献読解方法等について指導を受け、先行研究の整理を行い、指導教員とともに研究計画を立案する。
　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　７月～： 研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。
　M1では、主に予備的な実験や調査を行い研究方法の確立を図る。指導教員と相談しながら、予備的な実験や調査の計画を適宜見直す。
　指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、実験・調査等の手法やデータ解析の指導等、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。
　M2では、確立した研究方法によりデータ収集・解析等を進め、その成果を修士論文としてまとめる。
　指導教員から、修士論文の構成や図表の作成、文献の整理・引用等、論文のまとめ方について指導を受ける。
　なお、修士の中間審査をM１の１１月～M２の５月の間に実施する。
　指導教員からプレゼンテーション方法等について指導を受ける。
　【M２】
　４月： 研究テーマの確認　：　指導教員と相談し、研究テーマを確認する。
　４月～７月：研究計画の確認　：　指導教員とともに研究計画を確認する。
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　11月末～12月上旬　：学位申請書の提出
　1月末～3月：学位論文、論文内容の要旨（1,000字程度）の提出
　　　　　　　学位論文発表会
　　　　　　　学位論文の審査及び最終試験
　3月：学位記授与式

　履修案内に掲載している各分野の「２．教育目標」を削除する。

　履修案内に掲載している各分野の「ディプロマポリシー」を削除する。

　履修案内に掲載しているメカトロニクス、スマートファクトリー、環境・エネルギーの３コースを３領域に改訂する。

　履修案内に掲載している各分野の「カリキュラムポリシー」を削除する。

20
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

修士
工学専攻　機械工
学分野

科目図

　履修案内に掲載している科目図を下記のように改訂する。

（新）

（旧）
21
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

22 修士
工学専攻　機械工
学分野

ディプロ
マ・ポリ
シーと科
目・学位論
文の対応表

　履修案内にディプロマ・ポリシーと科目・学位論文の対応表として下記を追記する。
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

24 修士
工学専攻　機械工
学分野

分野科目 選択
ロボティクス特論
Robot Dynamics and
Control

2 1・2 1
新設 遠藤

Endo
●

在学生も本科目を
受講できる

25 修士
工学専攻　機械工
学分野

分野科目 選択
数理設計特論
Advanced Study on
Mathematical Design

2 1・2 2
備考欄変更 ★　→　★　I 特になし

23 修士
工学専攻　機械工
学分野

科目系統図

　履修案内に掲載している科目系統図を下記のように改訂する。

（新）

（旧）
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

26 修士
工学専攻　機械工
学分野

科目図

　履修案内に掲載している科目図を下記のように改訂する。

（新）

（旧）
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

27 修士
工学専攻　電気電
子情報工学分野

領域

29 修士
工学専攻　電気電
子情報工学分野

ディプロ
マ・ポリ
シーと科
目・学位論
文の対応表

　履修案内にディプロマ・ポリシーと科目・学位論文の対応表として下記を追記する。

修士
工学専攻　電気電
子情報工学分野

研究指導及
び修士論文

　履修案内に掲載している電気エネルギー・制御工学、電子デバイス・光波制御工学、情報通信制御工学の３コースを３領域に改訂する。

　履修案内に掲載している研究指導及び修士論文について下記のように改訂する。

　修士論文は、修士課程の２か年を通じて、指導教員の研究指導を受けて研究した成果をまとめるものであり、創造的な着想、清新な実験結果等が盛りこまれてい
ることを条件とした厳格な審査基準によりその合否が判定される。
　３月修了者の履修･修了手続き等の標準的な日程は、以下のとおりである。
　(1)研究室配属
　　＜学内からの進学者＞学部３年２学期
　　＜学外からの入学者＞修士課程入学後
　(2)日程（３月修了の場合）
　修士１年
　４月：研究テーマの決定
　指導教員と相談し、研究テーマを決定する。
　４月～６月：研究計画書の提出
　指導教員と相談しながら研究計画を立案する。
　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　４月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。
　３月：修士論文の中間発表（審査員２名）
　修士２年
　４月：研究テーマの確認
　指導教員と相談し、研究テーマを確認する。
　４月～６月：研究計画書の提出
　指導教員とともに研究計画を確認する。
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　４月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。
　11月：修士論文の予備審査
　11月末～12月上旬：学位申請書の提出
　１月末～３月初め：学位論文、論文内容の要旨（1,000字程度）の提出
　　　　　　　　　　学位論文発表会
　　　　　　　　　　学位論文の審査及び最終試験

　(3)日程（９月入学者の８月修了の場合）
　修士１年
　９月：研究テーマの決定
　指導教員と相談し、研究テーマを決定する。
　９月～１０月：研究計画書の提出
　指導教員と相談しながら研究計画を立案する。
　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　９月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。
　８月：修士論文の中間発表（審査員２名）
　修士２年
　９月：研究テーマの確認
　指導教員と相談し、研究テーマを確認する。
　９月～10月：研究計画書の提出
　指導教員とともに研究計画を確認する。
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　９月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。
　４月：修士論文の予備審査
　５月中旬：学位申請書の提出
　６月中旬～７月初め：学位論文、論文内容の要旨（1,000字程度）の提出
　　　　　　　　　　　学位論文発表会
　　　　　　　　　　　学位論文の審査及び最終試験
　(4)学会等での発表
　在学中に修士論文の研究内容を、専門分野の研究会、学会等で発表することが望ましい。

28
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

30 修士
工学専攻　電気電
子情報工学分野

科目系統図

　履修案内に掲載している科目系統図を下記のように改訂する。

（新）

（旧）
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

31 修士
工学専攻　電気電
子情報工学分野

分野科目 選択
エネルギー制御工学特論
Energy Conversion and
Control Engineering

2 1・2 1

科目名変更 エネルギー制御工学特論→パワーエレク
トロニクス特論
Energy Conversion and Control
Engineering→Advanced Power
Electronics

エネルギー制御工
学特論の単位修得
者は本科目を履修
できない

32 修士
工学専攻　電気電
子情報工学分野

分野科目 選択
半導体素子工学特論
Semiconductor Devices

2 1・2 1
開講学期変更 １学期→２学期 特になし

33 修士
工学専攻　電気電
子情報工学分野

分野科目 選択

情報通信ネットワーク特
論
Advanced Information
and Communication

2 1・2 2

開講学期変更 ２学期→１学期 特になし

34 修士
工学専攻　電気電
子情報工学分野

分野科目 選択
非線形回路工学特論
Advanced Engineering
for Nonlinear Circuit

2 1・2 1
備考欄変更 Ｅ　Ａ　Ｋ→Ａ　Ｋ 特になし

35 修士
工学専攻　電気電
子情報工学分野

分野科目 選択

信号処理システム特論
Advanced Digital
Signal Processing
Systems

2 1・2 1

備考欄変更 О　Ａ　Ｋ→О　Ａ　Ｉ　Ｋ 特になし

36 修士
工学専攻　電気電
子情報工学分野

分野科目 選択
脳情報工学特論
Advanced Neural
Engineering

2 1・2 1
開講学期変更
備考欄変更

１学期→２学期
Ｅ　Ａ　Ｋ→Ａ　Ｋ

特になし

37 修士
工学専攻　電気電
子情報工学分野

分野科目 選択
生体計測工学概論
Biomedical Sensing

2 1・2 2
新設 平沢

Hirasawa
О

在学生も本科目を
受講できる

38 修士
工学専攻　電気電
子情報工学分野

分野科目 選択
データ解析特論
Data Analysis

2 1・2 2
新設 原川

Harakawa
Ｅ　Ｉ　★

在学生も本科目を
受講できる

修士
工学専攻　情報・
経営システム工学
分野

研究指導及
び修士論文

　履修案内に掲載している研究指導及び修士論文について下記のように改訂する。

　３月修了者の場合の履修・修了手続き等の標準的な日程は、以下のとおりである。
　（１）研究室配属
　＜学内からの進学者＞　学部３年２学期
　＜学外からの入学者＞
　　・高専専攻科出身者：修士課程入学試験合格内提示（７月）
　　・他大学出身者：合格内定後、専攻主任または指導予定教員と協議の上、決定（２月～３月）

 　（２）日程（３月修了の場合）
　Ｍ１
　４月：指導教員の決定
　４月：研究テーマの決定
　　　　指導教員と相談し、研究テーマを決定する。
　４月〜７月：研究計画の立案
　　指導教員から研究方法・文献検索方法・文献読解方法等について指導を受け、先行研究の整理を行い、指導教員とともに研究計画を立案する。
　　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を
作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、 「研究指導計画書」が学生に明示される。
　７月～：研究の遂行
　　研究計画に従って研究を遂行する。
　　Ｍ１では、主に予備的な実験や調査を行い研究方法の確立を図る。指導教員と相談しながら、予備的な実験や調査の計画を適宜見直す。
　　指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、実験・調査等の手法やデータ解析の指導等、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。
　　指導教員から、修士論文の構成や図表の作成、文献の整理・引用等、論文のまとめ方について指導を受ける。
　Ｍ２
　４月：研究テーマの確認
　　　　指導教員と相談し、研究テーマを確認する。
　４月～７月：研究計画の確認
　　指導教員とともに研究計画を確認する。
　　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を
作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　７月～８月：中間発表。指導教員からプレゼンテーション方法等について指導を受ける。
　11月：修士論文の予備審査
　11月末～12月上旬：学位申請書の提出
　１月末～３月：学位論文、論文内容の要旨（1,000字程度）の提出
　　　　　　　　学位論文発表会
　　　　　　　　学位論文の審査及び最終試験

　（３）日程（９月入学者の８月修了の場合）
　Ｍ１
　９月：指導教員の決定
　９月：研究テーマの決定
　　指導教員と相談し、研究テーマを決定する。
　９月～10月：研究計画の立案
　　指導教員から研究方法・文献検索方法・文献読解方法等について指導を受け、先行研究の整理を行い、指導教員とともに研究計画を立案する。
　　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、 「研究指導計画書」が学生に明示される。
　10月～：研究の遂行
　　研究計画に従って研究を遂行する。
　　Ｍ１では、主に予備的な実験や調査を行い研究方法の確立を図る。指導教員と相談しながら、予備的な実験や調査の計画を適宜見直す。
　　指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、実験・調査等の手法やデータ解析の指導等、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。
　　指導教員から、修士論文の構成や図表の作成、文献の整理・引用等、論文のまとめ方について指導を受ける。
　Ｍ２
　９月：研究テーマの確認
　　指導教員と相談し、研究テーマを確認する。
　９月～10月：研究計画の確認
　　指導教員とともに研究計画を確認する。
　　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を
作成し、専攻主任に提出する。
　　専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　12月～１月：中間発表。指導教員からプレゼンテーション方法等について指導を受ける。
　３月～４月：修士論文の予備審査
　４月上旬～５月中旬：学位申請書の提出
　６月中旬～７月上旬：学位論文、論文内容の要旨（1,000字程度）の提出
　　　　　　　　　　　学位論文発表会
　　　　　　　　　　　学位論文の審査及び最終試験

　（４）学会等での発表
　在学中に修士論文の研究内容を、専門分野の学会等で発表することが望ましい。

39
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

40 修士
工学専攻　情報・
経営システム工学
分野

ディプロ
マ・ポリ
シーと科
目・学位論
文の対応表

　履修案内にディプロマ・ポリシーと科目・学位論文の対応表として下記を追記する。

41 修士
工学専攻　情報・
経営システム工学
分野

科目系統図

　履修案内に掲載している科目系統図を下記のように改訂する。

（新)

（旧）
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

42 修士
工学専攻　情報・
経営システム工学
分野

分野科目 選択
情報システム設計特論
Advanced Information
System Design

2 1・2 2
開講学期変更 ２学期→２・３学期 特になし

43 修士
工学専攻　物質生
物工学分野

研究指導及
び修士論文

44 修士
工学専攻　物質生
物工学分野

ディプロ
マ・ポリ
シーと科
目・学位論
文の対応表

　履修案内に掲載している研究指導及び修士論文について下記のように改訂する。

　修士論文は、修士２か年を通じて指導教員の研究指導を受けて研究した成果をまとめたものであり、創造的な着想と結論付けるのに十分な科学的根拠が盛り込ま
れていることを条件とした厳格な審査基準によりその合否が判定される。３月修了者の場合の履修・修了手続き等の標準的な日程は、次のとおりである。８月修了
者（９月入学）もこれに準じる。

　修士１年
　４月～５月：研究テーマの決定
　指導教員と相談し、研究テーマを決定する。
　４月～７月：研究計画の立案
　指導教員から研究方法・文献検索方法・文献読解方法等について指導を受け、先行研究の整理を行い、指導教員とともに研究計画を立案する。計画の立案が終わ
り次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作成し、専攻主任に提
出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　７月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。
　M1 では、主に予備的な実験や調査を行い研究方法の確立を図る。指導教員と相談しながら、予備的な実験や調査の計画を適宜見直す。
　指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、実験・調査等の手法やデータ解析の指導等、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。
　指導教員からプレゼンテーション方法等について指導を受ける。
　M2 では、確立した研究方法によりデータ収集・解析等を進め、その成果を修士論文としてまとめる。
　指導教員から、修士論文の構成や図表の作成、文献の整理・引用等、論文のまとめ方について指導を受ける。
　12月～１月：中間審査会

　修士２年
　４月～５月：研究テーマの確認
　指導教員と相談し、研究テーマを確認する。

 　４月～７月：研究計画の確認
　指導教員とともに研究計画を確認する。計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究
計画に基づき、「研究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　12月上旬：修士学位論文審査申請書
　論文概要（300 字程度）を指導教員に提出
　１月末～３月：学位論文、論文内容の要旨（1,000 字程度）の提出
　学位論文発表会
　学位論文の審査及び最終試験

　履修案内にディプロマ・ポリシーと科目・学位論文の対応表として下記を追記する。

-19-



№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

46 修士
工学専攻　物質生
物工学分野

分野科目 選択

固体熱物性特論
Advanced Course of
Solid State Thermal
Properties

2 1・2 2

備考欄変更 Ｅ　★　Ｋ→★　Ｋ 特になし

47 修士
工学専攻　物質生
物工学分野

分野科目 選択

非晶質固体物性特論
Advanced Solid State
Physics for Amorphous
Materials

2 1・2 2

備考欄変更 Ｅ　★　Ｋ→★　Ｋ 特になし

48 修士
工学専攻　物質生
物工学分野

分野科目 選択
環境計測化学
Environmental
Analytical Chemistry

2 1・2 1
備考欄変更 О　★→О　★　Ｋ 特になし

科目系統図

　履修案内に掲載している科目系統図を下記のように改訂する。

（新）

（旧）

45 修士
工学専攻　物質生
物工学分野

-20-



№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

50 修士
工学専攻　環境社
会基盤工学分野

ディプロ
マ・ポリ
シーと科
目・学位論
文の対応表

49 修士
工学専攻　環境社
会基盤工学分野

研究指導及
び修士論文

　履修案内に掲載している研究指導及び修士論文について下記のように改訂する。

　修士論文は、修士課程の２か年を通して、指導教員の研究指導を受けて研究成果をまとめたものであり、在学中の修士論文の研究内容を、専門分野の学会等で発
表することが望ましい。
　○ 修士論文審査の標準的な日程（３月修了の場合）
　１年
　４月：指導教員の決定、研究テーマの決定
　　　　指導教員と相談し、研究テーマを決定する。
　４月～７月：研究計画の立案
　指導教員から研究方法・文献検索方法・文献読解方法等について指導を受け、先行研究の整理を行い、指導教員とともに研究計画を立案する。
　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　７月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。
　M1では、主に予備的な実験や調査を行い研究方法の確立を図る。指導教員と相談しながら、予備的な実験や調査の計画を適宜見直す。
　指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、実験・調査等の手法やデータ解析の指導等、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。
　１月～２月：修士論文中間発表会
　２年
　４月～７月：研究計画の確認
　　　　　　　指導教員とともに研究計画を確認する。
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　M2では、確立した研究方法によりデータ収集・解析等を進め、その成果を修士論文としてまとめる。
　指導教員から、修士論文の構成や図表の作成、文献の整理・引用等、論文のまとめ方について指導を受ける。
　10～11月：修士論文事前審査発表会
　11月末～12月上旬：学位申請書の提出
　１月末～３月初め：学位論文、論文内容の要旨(1,000字程度)の提出
　　　　　　　　　　学位論文発表会
　　　　　　　　　　学位論文の審査及び最終試験

　○ 修士論文審査の標準的な日程（９月入学者の８月修了の場合）
　１年
　９月：指導教員の決定、研究テーマの決定
　　　　指導教員と相談し、研究テーマを決定する。
　９月～10月：研究計画の立案
　指導教員から研究方法・文献検索方法・文献読解方法等について指導を受け、先行研究の整理を行い、指導教員とともに研究計画を立案する。
　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　10月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。
　M1では、主に予備的な実験や調査を行い研究方法の確立を図る。指導教員と相談しながら、予備的な実験や調査の計画を適宜見直す。
　指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、実験・調査等の手法やデータ解析の指導等、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。
　６月〜７月：修士論文中間発表会
　２年
　９月〜10月：研究計画の確認
　　　　　　　指導教員とともに研究計画を確認する。
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　M2では、確立した研究方法によりデータ収集・解析等を進め、その成果を修士論文としてまとめる。
　指導教員から、修士論文の構成や図表の作成、文献の整理・引用等、論文のまとめ方について指導を受ける。
　３～４月：修士論文事前審査発表会
　４月上旬～５月中旬：学位申請書の提出
　６月中旬～７月初め：学位論文、論文内容の要旨(1,000字程度)の提出
　　　　　　　　　　　学位論文発表会
　　　　　　　　　　　学位論文の審査及び最終試験

　履修案内にディプロマ・ポリシーと科目・学位論文の対応表として下記を追記する。
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

52 修士
工学専攻　環境社
会基盤工学分野

分野科目 選択

環境防災工学特論Ⅰ
Advanced Environment
and Disaster
Prevention Engineering
Ⅰ

2 1・2 1

廃止 特になし

53 修士
工学専攻　環境社
会基盤工学分野

分野科目 選択

Advanced Environment
and Disaster
Prevention Engineering
Ⅰ

2 1・2 1

廃止 特になし

54 修士
工学専攻　環境社
会基盤工学分野

分野科目 選択

環境防災工学特論Ⅱ
Advanced Environment
and Disaster
Prevention Engineering
Ⅱ

2 1・2 2

廃止 特になし

55 修士
工学専攻　環境社
会基盤工学分野

分野科目 選択

Advanced Environment
and Disaster
Prevention Engineering
Ⅱ

2 1・2 2

廃止 特になし

修士
工学専攻　環境社
会基盤工学分野

51 科目系統図

　履修案内に掲載している科目系統図を下記のように改訂する。

（新）

（旧）

-22-



№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

57 修士
工学専攻　量子・
原子力統合工学分
野

ディプロ
マ・ポリ
シーと科
目・学位論
文の対応表

修士
工学専攻　量子・
原子力統合工学分
野

研究指導及
び修士論文

　履修案内にディプロマ・ポリシーと科目・学位論文の対応表として下記を追記する。

56

　履修案内に掲載している修士論文について下記のように改訂する。

 　３．研究指導及び修士論文
　修士論文は、新規で独創的な実験事実または解析結果を、異なる見解を有する他人でも納得できるように明快な論理で結論づけられている文章でなければならな
い。主、副指導教員の指導を受けながら研究活動を行い、中間発表、予備審査および修士論文発表での発表と質疑で、主査、副査に対し結論を納得させる技量を習
得する必要がある。
４月入学３月修了学生の標準的な日程は、以下の通りである。

 　修士１年　４月：指導教員の決定
　５月：研究テーマの決定・研究計画の立案
　学生は指導教員から研究方針・方法等について指導を受けながら、指導教員とともに研究計画を立案する。計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究
計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。
　専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　５月～：研究の遂行
　学生は指導教員から研究進捗に応じた指導（実験・解析の方法、成果のまとめ方、発表方法等）を随時受けるとともに、指導教員と研究進捗や成果について議論
を積み重ねながら研究を遂行する。
　修士２年　５月：研究計画の確認
　学生は指導教員とともに研究計画を確認する。計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生
の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　５～６月：修士論文の中間発表
　11～12月：学位申請書提出、修士論文の予備審査
　１～２月：修士論文、論文内容要旨提出、修士論文発表、審査及び最終試験

　９月入学８月修了学生の標準的な日程は、以下の通りである。
　修士１年　９月：指導教員の決定
　10月：研究テーマの決定・研究計画の立案
　学生は指導教員から研究方針・方法等について指導を受けながら、指導教員とともに研究計画を立案する。計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究
計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。
　専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　10月～：研究の遂行
　学生は指導教員から研究進捗に応じた指導（実験・解析の方法、成果のまとめ方、発表方法等）を随時受けるとともに、指導教員と研究進捗や成果について議論
を積み重ねながら研究を遂行する。
　修士２年　10月：研究計画の確認
　学生は指導教員とともに研究計画を確認する。計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生
の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　10～11月：修士論文の中間発表
　４～５月：学位申請書提出、修士論文の予備審査
　６～７月：修士論文、論文内容要旨提出、修士論文発表、審査及び最終試験

　なお、１－２年のうちに学外（国外を含む）で２週間以上の実習を行い、２学年最終学期（３学期修了見込みの場合には３学期）に量子・原子力工学実習を履修
申告すること。また、在学中に、修士論文の研究内容を専門分野の研究会、学会などで発表すること。学外の特に外国の研究者に対して説明することにより、より
高いコミュニケーション能力と外国語能力を磨くことが望ましい。更には、原子力工学や量子工学を俯瞰し、統合的に捉えるため、他分野の科目も履修し、幅広い
知識を身に着けると共にデータサイエンスなどの情報技術を活用する能力を養うことを求める。
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

58 修士
工学専攻　量子・
原子力統合工学分
野

科目系統図

　履修案内に掲載している科目系統図を下記のように改訂する。

（新）

（旧）
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

60 修士
工学専攻　システ
ム安全工学分野

ディプロ
マ・ポリ
シーと科
目・学位論
文の対応表

59 修士
工学専攻　システ
ム安全工学分野

研究指導及
び修士論文

　履修案内に掲載している研究指導及び修士論文について下記のように改訂する。

　４.１　研究分野
　本分野では研究能力と実務能力を有する人材を養成すると共に、安全の理論体系を探求する研究を遂行する。研究で得られた知見を基に、安全に関する啓蒙活動
を展開し、社会への積極的な情報発信を図る。また、国の関連機関と協働して、その官署の職員にシステム安全を理解していただき、業務に活用していただくこと
で、安全の重要性を社会に幅広く浸透させる。

　４.２　日程
　３月修了者の場合における修了までの標準的な研究スケジュールは以下のとおりである。
　＜Ｍ１の期間＞
　４月：指導教員および研究テーマの希望調査
　５月：指導教員および研究テーマの決定
　５月～７月：研究計画の立案
　指導教員から研究方法・文献検索方法・文献読解方法等について指導を受け、先行研究の整理を行い、指導教員とともに研究計画を立案する。
計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作成
し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　７月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。
　M1では、主に予備的な実験や文献等調査を行い研究方法の確立を図る。指導教員と相談しながら、実験や調査の計画を適宜見直す。
　指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、実験・調査等の手法やデータ解析の指導等、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。
　指導教員からプレゼンテーション方法等について指導を受ける。
　なお、修士の中間審査をＭ１の３月～Ｍ２の５月の間に実施する。

＜Ｍ２の期間＞
　指導教員から指導を受けながら、引き続き研究を遂行する。
　４月～７月：研究計画の確認
　指導教員とともに研究テーマおよび計画を確認する。
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　１０月～：研究のまとめ
　指導教員から研究の進捗状況に応じた指導を受け、修士論文の執筆および発表会に向けた準備を進める。
　１１月末～１２月上旬：学位申請書の提出
　１月末～３月：学位論文、論文内容の要旨（1,000字程度）の提出
　　　　　　　　学位論文発表会
　　　　　　　　学位論文の審査及び最終試験
　３月：学位記授与式

　４.３　研究指導の方法
　学生は、指導担当教員（主指導教員、副指導教員）と個別の打ち合わせにより、研究テーマを決定する。特に社会人学生の場合は、実務上の課題を発展させた
テーマ、あるいは自らが発掘するテーマが想定されるので、システム安全の視点から研究テーマ設定の適切性、研究遂行の可能性などを指導担当教員と個別の打ち
合わせを行った上で決定する。
　学生は本分野において学習した成果を総合して課題の科学的な考察を行い、システム安全の知見を総合して課題解決策を提案等する研究を推進する。研究の進捗
状況等は、全学生合同の報告会で報告する。研究期間中、対面あるいはインターネットの利用により、随時、指導担当教員への報告を行わせ指導する。
　研究では、“一般学生の経験にとらわれない柔軟な思考”と“社会人学生の多様な現場経験”が、研究という創造的な活動の場で相補的相互啓発に繋がるよう、
両者の連携を考慮した研究テーマ設定の指導を行う。
　研究の成果は修士論文にまとめさせ、それを提出させる。

　履修案内にディプロマ・ポリシーと科目・学位論文の対応表として下記を追記する。
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

61 修士
工学専攻　システ
ム安全工学分野

科目系統図

　履修案内に掲載している科目系統図を下記のように改訂する。

（新）

（旧）
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

62 修士
工学専攻　システ
ム安全工学分野

分野科目 必修 システム安全考究Ⅳ 1 1・2 2・3
開講学期変更 ２・３学期→１・２学期 特になし

63 修士
工学専攻　システ
ム安全工学分野

分野科目 選択 ロボット工学特論 1 1・2 2
開講学期変更 ２学期→２・３学期 特になし

64 修士
工学専攻　システ
ム安全工学分野

分野科目 選択 情報セキュリティ特論 1 1・2 1
開講学期変更 １学期→２学期 特になし

65 修士 工学専攻　全分野
共通科目の
目的

67 修士 工学専攻　全分野

ディプロ
マ・ポリ
シーと科
目・学位論
文の対応表

　共通科目の科目構成について下記のように改訂する。

　（新）
　共通科目は、上記の三つの能力・資質を支える以下の十分類で構成される。なお、（　）内は学士・修士課程ディプロマポリシー（学位授与
方針1.～4.）との対応を示す。
○複眼的で柔軟な技術科学発想力（学士1. 修士2.）
Ａ．技術を支えるデータサイエンスを含む理数の概念と技法を使える。
Ｂ．生命、人間および社会を技術の側から捉えられる。
Ｃ．複数の専門領域の融合技術を理解・発想できる素養がある。
○戦略的な技術経営力（学士2. 修士3.）
Ｄ．理解・思考・表現・対話の基礎である言語・論理力を持つ。
Ｅ．環境・安全への技術の影響に配慮できる。
Ｆ．グローバルな社会・産業動向を読んだ技術経営ができる素養がある。
○グローバル技術者リーダー（学士4. 修士4.）
Ｇ．技術コミュニケーションを英語で実践できる。
Ｈ．国際感覚を持ちチームで協働できる。
Ｉ．グローバルな競争を公正に行える素養がある。
※Ｊ．上記Ａ～Ｉの複数の内容を含む。

　本学では、技術者として特に身につけることが望ましい修士課程の科目として、情報に関する科目、経済・経営に関する科目、安全に関する
科目を設定している。該当する科目は教育課程表の備考欄にそれぞれ「情報」「経済・経営」「安全」と記載されている。いずれも選択科目で
あるが、履修を推奨する。

　共通科目の目的について下記のように改訂する。

　（新）
　本学修士課程が目指す人材育成像は、情報技術を活用し、安全に関する考え方を身につけ、技術をグローバルに展開できる高度な実践的・創
造的能力を備えた指導的技術者・研究者である。共通科目は、そのための到達目標としてディプロマポリシー（学位授与方針、以下ＤＰ）に示
された下記の３項目に係る能力・資質を修得するために必要な科目群を全分野の学生を対象に開講するものである。

　（旧）
　グローバルな技術展開のできる高度な実践的・創造的能力を備えた高度な指導的技術者の育成のために、本学では、各専門分野の知識・技能
とともに、「複眼的で柔軟な技術科学発想力」「戦略的な技術経営力」「グローバル技術者リーダー」の三つの能力・資質の養成を目標として
いる。共通科目は、それらの能力・資質を習得するために必要な科目群を全分野の学生を対象に開講するものである。

　（旧）
　共通科目は、上記の三つの能力・資質を支える以下の十分類で構成される。なお、（　）内は学士・修士課程ディプロマポリシー（学位授与
方針1.～4.）との対応を示す。
　○複眼的で柔軟な技術科学発想力（学士1. 修士2.）
　Ａ．技術を支えるデータサイエンスを含む理数の概念と技法を使える。
　Ｂ．生命、人間および社会を技術の側から捉えられる。
　Ｃ．複数の専門領域の融合技術を理解・発想できる素養がある。
　○戦略的な技術経営力（学士2. 修士3.）
　Ｄ．理解・思考・表現・対話の基礎である言語・論理力を持つ。
　Ｅ．環境・安全への技術の影響に配慮できる。
　Ｆ．グローバルな社会・産業動向を読んだ技術経営ができる素養がある。
　○グローバル技術者リーダー（学士4. 修士4.）
　Ｇ．技術コミュニケーションを英語で実践できる。
　Ｈ．国際感覚を持ちチームで協働できる。
　Ｉ．グローバルな競争を公正に行える素養がある。
　※Ｊ．上記Ａ～Ｉの複数の内容を含む。

　本学では、技術者として特に身につけることが望ましい修士課程の科目として、経済・経営に関する科目、安全に関する科目を設定してい
る。該当する科目は教育課程表の備考欄にそれぞれ「経済・経営」「安全」と記載されている。いずれも選択科目であるが、履修を推奨する。

共通科目の
科目構成

工学専攻　全分野修士66

　履修案内にディプロマ・ポリシーと科目・学位論文の対応表として下記を追記する。
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

68 修士 工学専攻　全分野
教育課程表
付表の備考
欄説明

69 修士 工学専攻　全分野 共通 選択 現代数学特論 2 1・2 2
備考欄変更 Ｋ→Ｋ　情報 特になし

70 修士 工学専攻　全分野 共通 選択 数理解析特論 2 1・2 1
備考欄変更 Ｋ→Ｋ　情報 特になし

71 修士 工学専攻　全分野 共通 選択 経営学特論 2 1・2 2
開講学期変更 ２学期→１学期 特になし

72 修士 工学専攻　全分野 共通 選択 企業コンプライアンス論 2 1・2 1
廃止 同左 特になし

研究指導計
画

　研究指導計画として履修案内に下記を追記する。

　３月修了者の場合の履修・修了手続き等の標準的な日程は以下の通りである。
　４月入学・３月修了者の場合の履修・修了手続き等の標準的な日程は以下のとおりである。
　（１）研究室配属
　入学試験合格内定時（10月、2月）

　（２）日程
　D1 ４月：研究テーマの決定
　指導教員と相談し、研究テーマを決定する。

　D1 ４月～７月：研究計画の立案
　指導教員から研究方法・文献検索方法・文献読解方法等について指導を受け、先行研究の整理を行い、指導教員とともに研究計画を立案す
る。
　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。

　D1 ７月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。
　指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、
　実験・調査等の手法やデータ解析の指導等、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。
　その後、確立した研究方法によりデータ収集・解析等を進める。
　指導教員から、研究指導の他、外部発表のための図表の作成、文献の整理・引用等、論文のまとめ方、プレゼンテーション方法等について指
導を受ける。

　D2以降 ４月～７月：研究計画の確認
　指導教員と相談し、研究テーマ・研究計画を確認する。
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。

　なお、D2の１年間の間に中間発表を実施する。

　学位申請年度
　11月末～12月上旬：学位論文審査申請書類の提出
　１月末～２月上旬：学位論文等の提出
　２月上旬：学位論文発表会、学位論文の審査及び最終試験
　３月：学位記授与式

73 博士
先端工学専攻　エ
ネルギー工学分野

　教育課程表付表の備考欄に情報分野の選択科目として履修を推奨する科目の説明を追記する。

（新）
　【備考欄の記号について】
　①： 修士１年での履修を推奨する。
　Ｅ： 令和年号の偶数年度に開講する。
　Ｏ： 令和年号の奇数年度に開講する。
　◎： 令和年号の偶数年度は日本語、奇数年度は英語による授業である。
　●： 令和年号の偶数年度は英語、奇数年度は日本語による授業である。
　☆： 英語による授業である。
　★： 英語と日本語を併用する授業である。
　Ａ： ＳＤＧプロフェッショナルコース学生にも対応した英語による履修が可能な授業である。
　Ｓ： ＳＤＧプロフェッショナルコースの学生の受講が特に望まれるものである。
　Ｋ： 教育職員専修免許取得のための「工業の関係科目」である。

　備考欄に次の分野を記した科目は、選択科目として履修を推奨する科目である。
　　情報
　　安全
　　経済・経営

（旧）
　【備考欄の記号について】
　①： 修士１年での履修を推奨する。
　Ｅ： 令和年号の偶数年度に開講する。
　Ｏ： 令和年号の奇数年度に開講する。
　◎： 令和年号の偶数年度は日本語、奇数年度は英語による授業である。
　●： 令和年号の偶数年度は英語、奇数年度は日本語による授業である。
　☆： 英語による授業である。
　★： 英語と日本語を併用する授業である。
　Ａ： ＳＤＧプロフェッショナルコース学生にも対応した英語による履修が可能な授業である。
　Ｓ： ＳＤＧプロフェッショナルコースの学生の受講が特に望まれるものである。
　Ｋ： 教育職員専修免許取得のための「工業の関係科目」である。

　備考欄に次の分野を記した科目は、選択科目として履修を推奨する科目である。
　　安全
　　経済・経営

-28-



№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

74 博士
先端工学専攻　エ
ネルギー工学分野

ディプロ
マ・ポリ
シーと科
目・学位論
文の対応表

75 博士
先端工学専攻　エ
ネルギー工学分野

分野科目 選択

音響振動エネルギー制御
工学特論
Advanced Engineering
for Sound and
Vibration Energy
Control

2 1～3 1

新設 小林（泰）
Kobayashi(Y)

在学生も本科目を
受講できる

76 博士
先端工学専攻　エ
ネルギー工学分野

分野科目 選択
原子力システム工学特論
Advanced Nuclear
System Engineering

2 1～3 2
新設 竹澤

Takezawa
在学生も本科目を
受講できる

77 博士
先端工学専攻　エ
ネルギー工学分野

分野科目 選択

プロジェクトリーダー実
習
Practical work for
project leader
education

3 1～3 1～3

新設 各教員
Staff

在学生も本科目を
受講できる

　履修案内にディプロマ・ポリシーと科目・学位論文の対応表として下記を追記する。
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

79 博士
先端工学専攻　情
報・制御工学分野

ディプロ
マ・ポリ
シーと科
目・学位論
文の対応表

78 博士
先端工学専攻　情
報・制御工学分野

研究指導計
画

　履修案内にディプロマ・ポリシーと科目・学位論文の対応表として下記を追記する。

　研究指導計画として履修案内に下記を追記する。

 　（１）研究室配属
　＜学内進学者＞博士課程入学試験合格内定時 (5月、10月、2月)
　＜学外からの入学者＞博士課程入学試験合格後、専攻主任または指導予定教員と協議の上、決定（10月、2月）

　（２）日程（３月修了の場合）
　　　　D１　４月：指導教員の決定
　　　　　　　４月：研究テーマの決定
　　　　　　　　　　指導教員と相談し、研究テーマを決定する。
　　　　　　　４月～７月：研究計画の立案
　指導教員から研究方法・文献検索方法・文献読解方法等について指導を受け、先行研究の整理を行い、指導教員とともに研究計画を立案する。
　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　　　　　　　４月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、実験・調査等の手法やデータ解析の指導等、研究の進捗状
況に応じた指導を受ける。

　D２　４月：研究テーマの確認
  　    　　 指導教員と相談し、研究テーマを確認する。
　　　　４月～７月：研究計画の確認
　　　　　　　　　　指導教員とともに研究計画を確認する。
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　　　　11月：博士の中間審査（学生研究発表会）
　博士課程入学1年後以降の11月に中間審査を実施する。

　D３　４月：研究テーマの確認
            指導教員と相談し、研究テーマを確認する。

　　　４月～７月：研究計画の確認
　　　　　　　　　指導教員とともに研究計画を確認する。
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研究指導計画書」を作
成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　　　10月末〜11月末：予備審査の実施
　　　11月末～12月上旬：学位申請書、論文概要、博士学位論文の剽窃に係る届出書の提出
　　　1月末：学位論文、論文目録、論文内容の要旨（2,000字程度）、履歴書の提出
　　　1月末～2月：学位論文発表会
　　　　　　　　　学位論文の審査及び最終試験
　　　3月：学位記授与式

 　（３）日程（９月入学者の８月修了の場合）
　　　D１　９月：指導教員の決定
 　　　　　９月：研究テーマの決定
　　　　　　　　 指導教員と相談し、研究テーマを決定する。
　　　　　 ９月～１１月：研究計画の立案
　指導教員から研究方法・文献検索方法・文献読解方法等について指導を受け、先行研究の整理を行い、指導教員とともに研究計画を立案す
る。
　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　　　　　　　９月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、実験・調査等の手法やデータ解析の指
導等、研究の進捗状況に応じた指導を受ける。

　　　D２　９月：研究テーマの確認
      　  　　　 指導教員と相談し、研究テーマを確認する。
　　　　　 ９月～１１月：研究計画の確認
　　　　　　　　　　　 　指導教員とともに研究計画を確認する。
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　　　　　11月：博士の中間審査（学生研究発表会）
　博士課程入学1年後以降の11月に中間審査を実施する。

　D３　９月：研究テーマの確認
  　　       指導教員と相談し、研究テーマを確認する。
　　　 ９月～１１月：研究計画の確認
　　　　　　　　　　指導教員とともに研究計画を確認する。
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　　　４月〜５月上旬：予備審査の実施
　　　５月上旬：学位申請書、論文概要、博士学位論文の剽窃に係る届出書の提出
　　　６月中旬：学位論文、論文目録、論文内容の要旨（2,000字程度）、履歴書の提出
　　　６月～７月上旬：学位論文発表会
　　　　　　　　　　　学位論文の審査及び最終試験
　　　８月：学位記授与式
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

80 博士
先端工学専攻　情
報・制御工学分野

分野科目 選択

カオス・フラクタル情報
数理工学特論
Advanced Course of
Chaos and Fractals
Informatics

2 1～3 1

廃止 同左 特になし

81 博士
先端工学専攻　情
報・制御工学分野

分野科目 選択

ネットワークシステム特
論
Advanced Network
System

2 1～3 2

廃止 同左 特になし

82 博士
先端工学専攻　情
報・制御工学分野

分野科目 選択

機械・運動制御学特論
Advanced course for
Machine and Motor
Control

2 1～3 2

新設 遠藤
Endo

在学生も本科目を
受講できる

83 博士
先端工学専攻　情
報・制御工学分野

分野科目 選択
生命システム特論
Advanced Living System

2 1～3 1
新設 西山

Nishiyama
在学生も本科目を
受講できる

84 博士
先端工学専攻　情
報・制御工学分野

分野科目 選択
経営データ科学特論
Advanced Data Science
and Management

2 1～3 1
新設 雲居

Kumoi
在学生も本科目を
受講できる

85 博士
先端工学専攻　情
報・制御工学分野

分野科目 選択

スポーツ生理学・工学特
論
Sports physiology and
engineering

2 1～3 1

新設 奥島・大橋
Okushima & Ohashi

在学生も本科目を
受講できる

86 博士
先端工学専攻　情
報・制御工学分野

分野科目 選択

プロジェクトリーダー実
習
Practical work for
project leader
education

3 1～3 1～3

新設 各教員
Staff

在学生も本科目を
受講できる

87 博士
先端工学専攻　材
料工学分野

研究指導計
画

　研究指導計画として履修案内に下記を追記する。

　３月修了者の場合の履修・修了手続き等の標準的な日程は以下のとおりである。

　（１）研究室配属
　＜学内進学者＞修士論文発表の後(３月)
　＜学外からの入学者＞
　·他大学出身者：合格内定後、専攻主任または指導予定教員と協議の上、決定（2〜3 月）

　（２）日程（３月修了の場合）
　D１ ４月：指導教員の決定
　４月：研究テーマの決定
　指導教員と相談し、研究テーマを決定する。
　４月～７月：研究計画の立案
　指導教員から研究方法・文献検索方法・文献読解方法等について指導を受け、先行研究の整理を行い、指導教員とともに研究計画を立案す
る。
　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　７月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。
　主に予備的な実験や調査を行い研究方法の確立を図る。指導教員と相談しながら、予備的な実験や調査の計画を適宜見直す。
　指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、実験・調査等の手法やデータ解析の指導等、研究の進捗状況に応じた指導
を受ける。

　D２  ４月：研究テーマの確認
　指導教員と相談し、研究テーマを確認する。
　４月：研究計画の確認
　指導教員とともに研究計画を確認する。
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　７月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。
　確立した研究方法によりデータ収集・解析等を進める。
　指導教員から、実施している研究の進行について随時確認を受け、実験・調査等の手法やデータ解析の指導等、研究の進捗状況に応じた指導
を受け、適宜見直す。
　なお、原則として博士の中間審査を D２の間に実施する。指導教員からプレゼンテーション方法等について指導を受ける。

　D３  ４月：研究テーマの確認
　指導教員と相談し、研究テーマを確認する。
　４月：研究計画の確認
　指導教員とともに研究計画を確認する。
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　７月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。
　確立した研究方法によりデータ収集・解析等を進め、その成果を博士論文としてまとめる。
　指導教員から、博士論文の構成や図表の作成、文献の整理・引用等、論文のまとめ方について指導を受ける。
　11月中～11月下旬：学位論文審査申請書の提出
　１月末～２月中旬：学位論文等の提出、学位論文発表会
　２月中～２月下旬：学位論文の審査および最終試験
　３月：学位記授与式

　（３）研究成果の発表
　研究内容を公表論文として報告する。
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

88 博士
先端工学専攻　材
料工学分野

ディプロ
マ・ポリ
シーと科
目・学位論
文の対応表

89 博士
先端工学専攻　材
料工学分野

分野科目 選択

応用非破壊材料評価特論
Advanced course of
nondestructive
materials
characterizaion

2 1～3 1

廃止 同左 特になし

90 博士
先端工学専攻　材
料工学分野

分野科目 選択

精密分子設計特論Ⅰ
Advanced Course of
Precise Molecular
Design Ⅰ

2 1～3 1

廃止 同左 特になし

91 博士
先端工学専攻　材
料工学分野

分野科目 選択

精密分子設計特論Ⅱ
Advanced Course of
Precise Molecular
Design Ⅱ

2 1～3 1

科目名変更 精密分子設計特論Ⅱ→精密分子設計特論
Advanced Course of Precise Molecular
Design Ⅱ→Advanced Course of
Precise Molecular Design

精密分子設計特論
Ⅱの単位修得者は
本科目を履修でき
ない

92 博士
先端工学専攻　材
料工学分野

分野科目 選択

持続可能環境材料工学特
論
Advanced Engineering
for Sustainable
Environmental
Materials

2 1～3 2

廃止 同左 特になし

93 博士
先端工学専攻　材
料工学分野

分野科目 選択
界面科学特論
Advanced Interface
Science

2 1～3 2
新設 船津

Funatsu
在学生も本科目を
受講できる

94 博士
先端工学専攻　材
料工学分野

分野科目 選択
計算材料科学特論
Advanced materials
informatics

2 1～3 2
科目名変更 Advanced materials informatics→

Advanced Computational Materials
Science

特になし

95 博士
先端工学専攻　材
料工学分野

分野科目 選択

プロジェクトリーダー実
習
Practical work for
project leader
education

3 1～3 1～3

新設 各教員
Staff

在学生も本科目を
受講できる

　履修案内にディプロマ・ポリシーと科目・学位論文の対応表として下記を追記する。
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

97 博士
先端工学専攻　社
会環境・生物機能
工学分野

ディプロ
マ・ポリ
シーと科
目・学位論
文の対応表

　履修案内にディプロマ・ポリシーと科目・学位論文の対応表として下記を追記する。

　○博士論文審査の手続き等の標準的な日程（９月入学者の８月修了の場合）
　１年　９月：指導教員の決定
　　　　９～12月：研究テーマの決定および研究計画の立案
　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　　　　12月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。

　２年　９月：指導教員および研究テーマの確認
　　　　９～12月：研究計画の確認
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　　　　６月：中間発表会

　３年　９月：指導教員および研究テーマの確認
　　　　９～12月：研究計画の確認
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　　　　２～５月：学位論文審査のための事前資料の指導教員への提出
　　　　・論文概要(300字程度)
　　　　・論文目録
　　　　・論文の内容の要旨(2000字程度)(論文博士および早期終了の課程博士)
　　　　２～５月：学位論文予備審査
　　　　６～７月：学位論文審査のための資料の指導教員への提出
　　　　・学位論文
　　　　・論文目録に記載の公表論文の抜き刷り
　　　　・業績目録（論文博士のみ）
　　　　・研究歴を証明する書類（論文博士のみ）
　　　　・最終学歴を証明する書類（論文博士のみ）
　　　　６～７月：学位論文の審査
　　　　８月：学位記授与式

96 博士
先端工学専攻　社
会環境・生物機能
工学分野

研究指導計
画

　研究指導計画として履修案内に下記を追記する。

　○博士論文審査の手続き等の標準的な日程（３月修了の場合）
　１年　４月：指導教員の決定
　　　　４～７月：研究テーマの決定および研究計画の立案
　計画の立案が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　　　　７月～：研究の遂行
　研究計画に従って研究を遂行する。

　２年　４月：指導教員および研究テーマの確認
　　　　４～７月：研究計画の確認
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　　　　９月：中間発表会

　３年　４月：指導教員および研究テーマの確認
　　　　４～７月：研究計画の確認
　計画の確認が終わり次第、その概要をまとめて「研究計画書」を記載し、指導教員に提出する。指導教員は、学生の研究計画に基づき、「研
究指導計画書」を作成し、専攻主任に提出する。専攻主任による内容の確認後、「研究指導計画書」が学生に明示される。
　　　　９～12月：学位論文審査のための事前資料の指導教員への提出
　　　　・論文概要(300字程度)
　　　　・論文目録
　　　　・論文の内容の要旨(2000字程度)(論文博士および早期終了の課程博士)
　　　　９～12月：学位論文予備審査
　　　　１～２月：学位論文審査のための資料の指導教員への提出
　　　　・学位論文
　　　　・論文目録に記載の公表論文の抜き刷り
　　　　・業績目録（論文博士のみ）
　　　　・研究歴を証明する書類（論文博士のみ）
　　　　・最終学歴を証明する書類（論文博士のみ）
　　　　１～２月：学位論文の審査
　　　　３月：学位記授与式
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応専攻・分野等

98 博士
先端工学専攻　社
会環境・生物機能
工学分野

分野科目 選択

応用地盤解析学特論
Applied numerical
methods for
geotechnical
engineering

2 1～3 1

廃止 同左 特になし

99 博士
先端工学専攻　社
会環境・生物機能
工学分野

分野科目 選択

野生動物管理工学特論
Advanced Course of
Engineering for
Wildlife Management

2 1～3 1

廃止 同左 特になし

100 博士
先端工学専攻　社
会環境・生物機能
工学分野

分野科目 選択

プロジェクトリーダー実
習
Practical work for
project leader
education

3 1～3 1～3

新設 各教員
Staff

在学生も本科目を
受講できる

101 コース科目 選択 企業コンプライアンス論 2
修士
1～2

1
廃止 同左 特になし

102 専攻科目 選必
Cultural Intelligence
(CQ)

2 1～5 1
令和７年度は開講せず 同左 特になし

103 専攻科目 選必 Cultural Leadership 2 1～5 2
令和７年度は開講せず 同左 特になし

104 専攻科目 選必 Social Innovation 2 1～5 2
令和７年度は開講せず 同左 特になし

105 専攻科目 選必
Cultural Intelligence
(CQ)

2 修士1～2
博士1～3

1
令和７年度は開講せず 同左 特になし

106 専攻科目 選必 Cultural Leadership 2 修士1～2
博士1～3

2
令和７年度は開講せず 同左 特になし

107 専攻科目 選必 Social Innovation 2 修士1～2
博士1～3

2
令和７年度は開講せず 同左 特になし

108 概要と目的

卓越大学院プログラム
（技術科学イノベーショ
ン専攻）
卓越大学院プログラム
（技術科学イノベーショ
ン専攻）

　履修案内に掲載している「１．概要と目的」について下記のように改訂する。

　（新）
　技術の高度化や複雑化、事業活動の大規模化、組織・企業の活動に対する社会的要請により、安全の重要性はますます高まっている。職場の
安全を確保し、消費者に安全な製品やサービスを提供することは、組織・企業の存立を支える前提条件となっている。このような状況下におい
て、安全に係わる諸課題や新技術に対応できる精深な学識、論理的思考力および創造力、これらに加えて安全の諸課題を解決できる卓越した能
力を有する人材を養成することが、社会から大学等に要請されている。すなわち、安全工学に係る教育と研究が幅広く必要とされている。
　安全工学応用コースでは、安全工学の基礎的及び応用的な素養を習得することを目的とする。

　（旧）
　技術の高度化や複雑化、事業活動の大規模化、組織・企業の活動に対する社会的要請により、安全の重要性はますます高まっている。職場の
安全を確保し、消費者に安全な製品やサービスを提供することは、組織・企業の存立を支える前提条件となっている。このような状況下におい
て、安全に係わる諸課題や新技術に対応できる精深な学識、論理的思考力および創造力、これらに加えて安全の諸課題を解決できる卓越した能
力を有する人材を養成することが、社会から大学等に要請されている。すなわち、安全工学に係る教育と研究が幅広く必要とされている。
　安全工学応用コースでは、安全工学の基礎的及び応用的な素養を習得することを目的とする。コース修了生には、「システム安全サブエンジ
ニア」の資格取得（システム安全エンジニア資格認定制度）を目標としてもらう。

安全工学応用コース

戦略的技術者育成アドバ
ンストコース

卓越大学院プログラム
（修士課程―博士後期課
程）

卓越大学院プログラム
（技術科学イノベーショ
ン専攻）
卓越大学院プログラム
（修士課程―博士後期課
程）
卓越大学院プログラム
（修士課程―博士後期課
程）
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№ 区分
必選
の別

授業科目 単位 学年 学期 改訂内容
科目名、開講学期・時期、備考等

（変更の場合は、【改訂前】→【改訂後】で示
す）

在学生の対応

1 修士
システム安全工学
専攻

専攻科目 必修 システム安全考究Ⅳ 1 1・2 2・3
開講学期変更 ２・３学期→１・２学期 特になし

2 修士
システム安全工学
専攻

専攻科目 選択 ロボット工学特論 1 1・2 2
開講学期変更 ２学期→２・３学期 特になし

3 修士
システム安全工学
専攻

専攻科目 選択 情報セキュリティ特論 1 1・2 1
開講学期変更 １学期→２学期 特になし

4 博士
情報・制御工学専
攻

専攻科目 選択

ネットワークシステム特
論
Advanced Network
System

2 1～3 2

廃止 同左 特になし

5 博士
情報・制御工学専
攻

専攻科目 選択

機械・運動制御学特論
Advanced course for
Machine and Motor
Control

2 1～3 2

新設 遠藤
Endo

在学生も本科目を
受講できる

6 博士
情報・制御工学専
攻

専攻科目 選択
生命システム特論
Advanced Living System

2 1～3 1
新設 西山

Nishiyama
在学生も本科目を
受講できる

7 博士
情報・制御工学専
攻

専攻科目 選択
経営データ科学特論
Advanced Data Science
and Management

2 1～3 1
新設 雲居

Kumoi
在学生も本科目を
受講できる

8 博士
情報・制御工学専
攻

専攻科目 選択

スポーツ生理学・工学特
論
Sports physiology and
engineering

2 1～3 1

新設 奥島・大橋
Okushima & Ohashi

在学生も本科目を
受講できる

9 博士 材料工学専攻 専攻科目 選択

応用非破壊材料評価特論
Advanced course of
nondestructive
materials

2 1～3 1

廃止 同左 特になし

10 博士 材料工学専攻 専攻科目 選択

精密分子設計特論Ⅰ
Advanced Course of
Precise Molecular
Design Ⅰ

2 1～3 1

廃止 同左 特になし

11 博士 材料工学専攻 専攻科目 選択

精密分子設計特論Ⅱ
Advanced Course of
Precise Molecular
Design Ⅱ

2 1～3 1

科目名変更 精密分子設計特論Ⅱ→精密分子設計特論
Advanced Course of Precise Molecular
Design Ⅱ→Advanced Course of
Precise Molecular Design

精密分子設計特論
Ⅱの単位修得者は
本科目を履修でき
ない

12 博士 材料工学専攻 専攻科目 選択
界面科学特論
Advanced Interface
Science

2 1～3 2
新設 船津

Funatsu
在学生も本科目を
受講できる

13 博士 材料工学専攻 専攻科目 選択
計算材料科学特論
Advanced materials
informatics

2 1～3 2
科目名変更 Advanced materials informatics→

Advanced Computational Materials
Science

特になし

14 博士
エネルギー・環境
工学専攻

専攻科目 選択

持続可能環境材料工学特
論
Advanced Engineering
for Sustainable
Environmental
Materials

2 1～3 2

廃止 同左 特になし

15 博士
エネルギー・環境
工学専攻

専攻科目 選択

災害・防災工学特論
Advanced Engineering
for Prevention of
Natural Disaster

2 1～3 1

廃止 同左 特になし

16 博士
エネルギー・環境
工学専攻

専攻科目 選択

音響振動エネルギー制御
工学特論
Advanced Engineering
for Sound and
Vibration Energy
Control

2 1～3 1

新設 小林（泰）
Kobayashi(Y)

在学生も本科目を
受講できる

17 博士
エネルギー・環境
工学専攻

専攻科目 選択
原子力システム工学特論
Advanced Nuclear
System Engineering

2 1～3 2
新設 竹澤

Takezawa
在学生も本科目を
受講できる

18 博士 生物統合工学専攻 専攻科目 選択

野生動物管理工学特論
Advanced Course of
Engineering for
Wildlife Management

2 1～3 1

廃止 同左 特になし

19 博士 生物統合工学専攻 専攻科目 選択

カオス・フラクタル情報
数理工学特論
Advanced Course of
Chaos and Fractals
Informatics

2 1～3 1

廃止 同左 特になし

専攻等
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